
熊本高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 倫理B
科目基礎情報
科目番号 0086 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 建築社会デザイン工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教科書は特に使用しない/授業資料を配布する。
担当教員 小林 幸人
到達目標
１．哲学的な問いの立て方，考え方が理解できる【知識・理解】
２．さまざまな思想について理解し，説明できる【知識・理解】
３．自己および社会の問題について理解し，自分の視点から考察することができる【分析・考察】
４．自分の考えを整理し，文章で表現することができる【能力・スキル】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

１．哲学的な問いの立て方，考え
方を理解する【知識・理解】

短答式および論述式の問題で，十
分理解していることを示す（正答
率80%以上）。

短答式および論述式の問題で，理
解していることを示す（正答率
60%以上）。

短答式および論述式の問題で，理
解していることを示すことができ
ない。

２．さまざまな思想について理解
し，説明できる【知識・理解】

論述式の問題で，具体例挙げる
，対比させるなど，十分理解して
いることを示すことができる。

論述式の問題で，理解した内容を
文章で示すことができる。

論述式の問題で，理解した内容を
文章で示すことができない。

３．自己および社会の問題につい
て理解し，自分の視点から考察す
ることができる【分析・考察】

小論文において，独自の問題関心
に基づき，考察し，主張を文章で
示すことができる。

小論文において，自分の視点から
考察し，主張を文章で示すことが
できる。

自分の視点から考察することがで
きない。

４．自分の考えを整理し，文章で
表現することができる【能力・ス
キル】

文章作成のルールを遵守し，全体
の構成に配慮したうえで，小論文
を作成することができる。

文章作成のルールを遵守したうえ
で，小論文を作成することができ
る。

文章作成のルールに則った小論文
の作成ができない。

学科の到達目標項目との関係
本科到達目標 4-1 本科到達目標 4-2 本科到達目標 5-1 本科到達目標 5-2
教育方法等

概要
青年期における自己形成と人間としての生き方について理解を深めさせるとともに，自らの問題として思索を深めさせ
る。自己，他者および社会との関わりを自覚するとともに，自らの人格形成に務める意欲を高め，以て自己の確立を促
す。また，科学技術と社会，自然との関わりを意識し，人間としての生き方を意識させる。

授業の進め方・方法 主として講義による授業を行う。ただし，知識を獲得するだけでなく，考察し，表現するなど，言語を用いた思考力の
向上を図る。

注意点

まず，授業をしっかり聴いて，ノートを作成する。板書を写すだけでなく，口頭での説明のメモをとる習慣を身につけ
てください。
試験・レポートでは，「覚えている」だけでなく，「説明できる」「考えていることを表現できる」ということを求め
ています。それができるようにするための努力が勉強です。授業内容を暗記するのではなく，「何を問題にしているの
か」「どのように考えられているのか」について，自分の言葉で説明できるよう練習することが必要です。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス：哲学的思考について 科目の概要について理解する
哲学とは何か，自然科学との違いについて説明できる

2週 神話から哲学へ：世界の言語的意味構成 哲学の成立の流れを理解し，事象を説明する枠組みの
ひとつとしての哲学の特徴を説明できる

3週 自然哲学（古代ギリシアの哲学１） 初期ギリシア哲学の追求した問について説明できる

4週 よく生きるということ（古代ギリシアの哲学２） ソクラテスの追求した問と倫理学の特徴について説明
できる

5週 認識と存在：普遍と個物（古代ギリシアの哲学３） プラトンのイデア論について，存在と認識の観点から
説明できる

6週 政治哲学と徳倫理学（古代ギリシアの哲学４） プラトンの政治哲学及びアリストテレスの徳倫理学に
ついて説明できる

7週 ギリシア哲学と近代哲学 古代哲学で追及されていた問と近代以降の哲学的問題
との類似点について説明できる。

8週 功利主義と義務論 功利主義と義務論について，具体的例を挙げながら説
明できる。

2ndQ

9週 〔中間試験〕 前半の授業内容について短答式及び論述式の問題で理
解度を確認する

10週 徳倫理学と自己形成 徳倫理学の特徴とその重要性について理解できる。

11週 自己形成と幸福：キャリア心理学，ポジティブ心理学 自己形成に関する近年の心理学的知見を理解し，自分
に適用して説明できる。

12週 現代における自由の諸問題 近代的自由の概念と現代社会における自由の問題につ
いて説明できる。

13週 科学技術と自律：複雑性の増大と主体性の確立 科学技術の発達に伴う社会の複雑性増大という現象に
ついて説明できる。

14週 科学技術の発達と現代社会 科学技術がもたらした正負の影響について理解し，具
体例を挙げて説明できる。

15週 科学技術の発達と倫理問題 科学技術の発達によってもたらされた倫理問題の特徴
について説明できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



基礎的能力

数学 数学 数学

整式の加減乗除の計算や、式の展開ができる。 3
因数定理等を利用して、4次までの簡単な整式の因数分解ができ
る。 3

分数式の加減乗除の計算ができる。 3
実数・絶対値の意味を理解し、絶対値の簡単な計算ができる。 3
平方根の基本的な計算ができる(分母の有理化も含む)。 3
複素数の相等を理解し、その加減乗除の計算ができる。 3
解の公式等を利用して、2次方程式を解くことができる。 3
因数定理等を利用して、基本的な高次方程式を解くことができる
。 3

簡単な連立方程式を解くことができる。 3
無理方程式・分数方程式を解くことができる。 3
1次不等式や2次不等式を解くことができる。 3
1元連立1次不等式を解くことができる。 3
基本的な2次不等式を解くことができる。 3
恒等式と方程式の違いを区別できる。 3
2次関数の性質を理解し、グラフをかくことができ、最大値・最
小値を求めることができる。 3

分数関数や無理関数の性質を理解し、グラフをかくことができる
。 3

簡単な場合について、関数の逆関数を求め、そのグラフをかくこ
とができる。 3

無理関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3
関数のグラフと座標軸との共有点を求めることができる。 3
累乗根の意味を理解し、指数法則を拡張し、計算に利用すること
ができる。 3

指数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3
指数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3
対数の意味を理解し、対数を利用した計算ができる。 3
対数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3
対数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3
三角比を理解し、三角関数表を用いて三角比を求めることができ
る。一般角の三角関数の値を求めることができる。 3

角を弧度法で表現することができる。 3
三角関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3
加法定理および加法定理から導出される公式等を使うことができ
る。 3

三角関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3
2点間の距離を求めることができる。 3
内分点の座標を求めることができる。 3
通る点や傾きから直線の方程式を求めることができる。 3
2つの直線の平行・垂直条件を利用して、直線の方程式を求める
ことができる。 3

簡単な場合について、円の方程式を求めることができる。 3

人文・社会
科学 社会

公民

哲学者の思想に触れ、人間とはどのような存在と考えられてきた
かについて理解できる。 2

前1,前2,前
3,前4,前
5,前7,前9

諸思想や諸宗教において、自分が人としていかに生きるべきと考
えられてきたかについて理解できる。 2 前1,前4,前

6,前7,前9

諸思想や諸宗教において、好ましい社会と人間のかかわり方につ
いてどのように考えられてきたかを理解できる。 2

前4,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11

地歴・公民

現代科学の考え方や科学技術の特質、科学技術が社会や自然環境
に与える影響について理解できる。 2

前12,前
13,前14,前
15

社会や自然環境に調和し、人類にとって必要な科学技術のあり方
についての様々な考え方について理解できる。 2

前12,前
13,前14,前
15

環境問題、資源・エネルギー問題、南北問題、人口・食糧問題と
いった地球的諸課題とその背景について理解できる。 1 前14

国際平和・国際協力の推進、地球的諸課題の解決に向けた現在ま
での取り組みついて理解できる。 1 前14

工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を理解し、社会に
おける技術者の役割と責任を説明できる。 1 前13,前

14,前15
情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 1 前13,前14

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 1 前14

環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 1 前14

評価割合



試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ
オ その他 レポート 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 0 10 90
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 10 10


